YBa_2Cu_3O_<7-Δy>の高温帯磁率(I 昭和63年度研究会報告,超強磁場による電子制御の研究,科研費研究会報告) by 奥田, 喜一
TitleYBa_2Cu_3O_<7-Δy>の高温帯磁率(I 昭和63年度研究会報告,超強磁場による電子制御の研究,科研費研究会報告)
Author(s)奥田, 喜一



















加する傾向をもつ｡そこで､我 々は低温域でキュリー ･ワイス則パラメーター C ､ 8､
xoを求め､実験データからx⊂W を差 し引 くことによって高温帯磁率の温度依存性を求
めたO-例を△y=0.62について図 1に示す.この温度依存性は反強磁性結合 したスピ
ン対一重項から三重項への励起を仮定 したモデルx,&i,-2N,8i,g2仏2/kT(3+exp(2
1JI/kT)に非常に良 く一致する｡ (図 1中破線)｡ここでのフイツテ.インク ･パラメー
タはスピン対交換相互作用af=-2JSi･Sjとスピン対の数N,&i,である｡Jの大きさは△ y
に殆ど依存せず､ZJ/X -800Xである一｡また･スピン対の数 (N,Ai,)及び､キュリー ･
ワイス別に従 うスピンの数 (Nsingle)の△ y依存性を図2に示す｡ここで､問題はスピ
ン対がどこに出来るかであるが､図2の A y依存性から見て､Cu(1)サイ トと見るのが自









































o･2 0･4Ay O16 0.8,- 1.0宙2.
